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1． はじめに 

交差点を右折する際、ドライバーは自身の進行方向を中心視野
で見ており、この際、右側からの歩行者は視野に入っていない。
歩行者を確認するためには首を振って右側へ中心視野を移さね
ばならない。歩行者がいた場合、中心視野で歩行者をとらえ、位
置と速度を確認し、右折した先で衝突するかどうかを判断する。
この判断を短い時間で行わなければならないため、右側からの歩
行者との衝突予測の精度は落ちやすいと考えられる。 
歩行者事故の解明を行うにあたり、実際に事故を模擬すること

は難しい。また、事故の詳細データも入手しにくいため、事故原
因の究明も簡単ではない。三木らは、歩行者事故の可能性を客観
的に分析するための実験を行い、その結果得られた被験者評価と、
右折車のブレーキ踏み込み地点に基づいた分析から、運転者が歩
行者を回避するために要求される行動を定義し、その評価を行っ
た1)。本研究では、実験状況を記録したビデオから、右折車、歩
行者の挙動を詳細に調査し、歩行者との衝突を回避するために、
どの程度の時間的余裕をドライバーがみているかを明らかにし
た。ここで、時間的余裕とは、歩行者と右折車が衝突点を通過す
る時間の差である。時間的余裕が小さいほど、衝突の危険は大き
くなると考えられる。 
 
2． 実験方法 
2.1 実験場と実験装置 
実験は 2006 年 11 月に「独立行政法人 寒地土木研究所 苫

小牧寒地試験道路」で行った。図1に交差点の見取り図を示す。

実験場内の周回路に車線幅員 3.5m の 4 車線T 字交差点を設置

した。また、交差点の図中に示す位置にビデオカメラを設置し右

折状況を記録した。 
2.2 被験者 
実験を行なった被験者は男子学生8名、女子学生5名である。

昼間は 13 名の実験を行ったが、夜間は降雨等により 11 名の実
験となった。実験数は昼間が182、夜間が154となった。 
2.3 実験車両 
実験に用いた車両は8台であり、被験者が乗る右折車両にはセ

ダン型の普通乗用車を使用した。右折先の対向車線に信号待ちの

停止車両を、交差点内に右折待機中の対向車両を停車させた。対

向直進車両として 5 台の車両を走行させた。右折車両、対向直

進車両の速度は最大40km/hrとした。 
2.4 右折タイミング 
被験者が右折を行なうタイミングを対向車両の間隔により制

御した。被験者に右折を行わせる一区間だけを10sec間隔で走行

し、他の車両は4sec間隔で走行した。前方車両と10secの間隔

で走行する車両は3台目～5台目のうちの一台であり、先頭車両

と2台目の間隔は常に4secとした。記録ビデオから10sec間隔

の平均値を計測したところ昼で10.0sec、夜で10.2secとなった。 
2.5 実験条件 
(1) 一時停止位置 
実験では交差点内で対向車の通過待ちを行うための一時停止位

置を2パターン設けた。「交差点中央」は通常の停止位置で、5.0m 
後方に「停止位置後方」を設けた。各停止位置には黄色のライン 
マーカーを引き被験者が迷わないようにした。 
(2) 歩行速度 
右折先の横断歩道に歩行者の代わりとなるダミー人形を歩行 
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図1 交差点見取り図 

 

させた。ダミー人形は黒い服を着させ、横断歩道上約2mにワ

イヤーを張り右折車両と同じ進行方向に動かした。歩行速度は電

動リールで制御し、遅い（約1.0 m/sec）、速い（約1.5m/sec）
の一定速度とした。 
(3) 歩行タイミング 
右折車両が横断歩道に進入した時の歩行者との位置関係によ

り、歩行者が横断するタイミングを以下の3つに分けた。 
 前通過・・歩行者の6m前を車両が通過 
 衝突・・・歩行者と車両が衝突 
 後通過・・歩行者の6m後を車両が通過 
歩行タイミングは、予め設定されたタイミングである。被験者

が10secの対向車両間隔で右折を行い、ブレーキ等の歩行者回避

行動を行なわなかった場合に当てはまるタイミングである。 
2.6 実験計画 
実験条件全てを組み合わせた12通りに歩行者が存在しない場

合 2 通りを加え、一人 14 回の実験をランダムで昼夜行なった。

14回の実験を連続で行い、所要時間は1時間程度であった。 
2.7 実験手順 
被験者は右折車両に乗り、交差点後方約 200m で待機した。対

向直進車両の先頭車両は交差点後方約250mで待機し、2台目以

降の対向車両は前方と1sec間隔の距離（40km/hrで11.1m）で

待機させた。実験者のスタートの合図と共に右折車両と先頭の対

向車両は同時に交差点に向かった。2台目以降の対向車両はスタ

ートの合図でストップウォッチを起動し決められた時間間隔で

各自スタートした。各車両発進後、右折先横断歩道のダミー人形

を右折車両と同じ進行方向で横断させた。交差点に進入した右折

車両は指定された一時停止位置で対向車待ちの右折待機を行な

う。安全に配慮し、先頭車両は必ず見過ごすこととした。先頭車

両が交差点を通り過ぎた後、被験者は右折できると判断したタイ

ミングで右折を行なう。右折後に進入するレーンは右レーンとし

た。なお、各車両と車外のやり取りに無線機を用いた。 
 

3． 分析方法 
3.1 歩行者の避け方のタイプ分類 
実験状況を記録したビデオ画像上に、右折車の通るルート、歩
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行者の通るルートを描き、その線上に右折車は9個(vp1～vp9)、
歩行者は 7 個(pp1～pp7)の点を設定した。設定した点は

Matlab7.1を使用し、平面上でのxy座標点に変換した。図2に、

交差点上のvp点、pp点を示す。vp1を右折車が通過した時刻を

t=0とし、各vp点、pp点を右折車、歩行者が通過した時間を記

録ビデオから読み取った。横断歩道上で右折車の進行ルートと歩

行者の進行ルートが交差する点を衝突点とする。この衝突点を

d=0 とし、各 vp 点、pp 点について衝突点からの距離を求め、

d-tグラフを描く。衝突点を右折車が通過する際の挙動として、

以下に示す3つのタイプが存在した。 
 ①歩行者の前を通過（タイプA） 
 ②右折を開始したスピードを維持すると歩行者と衝突するの

で、横断歩道前で減速し、歩行者の後を通過（タイプB） 
 ③歩行者の後ろを通過（タイプC） 
3.2 与えた時間的余裕と、被験者がとった時間的余裕 
 右折車と歩行者が衝突点を通過する時間を記録した。この両者

の時間の差を「時間的余裕」と呼ぶことにする。こちらが与えた

時間的余裕と、実際に被験者がとった時間的余裕を比較する。 

 

4． 実験結果 
4.1 歩行者の避け方のタイプ分類 
図3にタイプAからタイプCまでの、右折車と歩行者の時間

距離図を示す。タイプA、Cでは、右折車は右折を開始してから

ブレーキを踏んでいないが、タイプ B では歩行者との衝突を避

けるために vp6 辺りでブレーキを踏んでいる。回避行動をとっ

た右折車の殆どが、vp5からvp6の間でブレーキを踏んでいた。 
4.2 与えた時間的余裕と、被験者がとった時間的余裕 
 図 4 に昼夜別の、実験者が与えた時間的余裕と、被験者が実

際にとった時間的余裕の比較を示す。昼夜共に、2秒の時間的余

裕を境に、ドライバーは回避行動をとっている。また、昼と夜の

変化としては、10 秒の対向車間隔で右折しなかったケースが、

昼と比べて夜は少なくなった。 
 

5． 考察 
 与えた時間的余裕が 2 秒より小さくなると被験者は回避行動

をとった。歩行者の横断スピードが1.5m/s、1.0m/sということ

を考慮すると、ドライバーは「2～3m 以内に入ってくる歩行者

は危険である」と判断していると考えられる。また、昼間の実験

では、夜間の実験と比べて右折しなかったケースが増えたことに

関しては、昼間は周辺視野で歩行者の挙動をとらえやすく、衝突

予測の精度が夜間より高くなるので、より安全側にドライバーが

運転したためだと考えられる。対して夜間は、暗さによって周辺

視野で歩行者の挙動をとらえることが難しくなるため、衝突の判

断の精度が低くなると考えられる。判断の制度が低いまま右折を

開始している可能性がある。この歩行者との衝突判断精度を上げ

るための対策が、右折車と歩行者との事故減少のために求められ

る。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図2 分析に用いたvp点、pp点 
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図4 与えた時間的余裕と、被験者がとった時間的余裕 
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図3 挙動タイプ別の右折車、歩行者の時間距離図
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